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「やまとPSメール」の登録受け付け中！　yamato@mpx.wagmap.jpに空メールを送信してください。

問
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
選
挙
担

当
☎（
２
６
０
）５
５
４
２
。

　

市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
と
市
選
挙

管
理
委
員
会
は
、
小
学
生
の
習
字
作
品
を

通
じ
て
、
学
校
や
家
庭
で
選
挙
に
つ
い
て

考
え
て
も
ら
お
う
と
、
毎
年「
明
る
い
選
挙

習
字
コ
ン
ク
ー
ル
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

35
回
目
と
な
る
今
回
は
、
市
内
19
校
の
小

学
５
年
生
か
ら
１
，９
２
０
点
の
作
品
が
寄

【明るい選挙推進協議会会長賞】
小菅亜実さんの作品

【選挙管理委員会委員長賞】
大谷かいやさんの作品

【教育委員会教育委員長賞】
内橋舞子さんの作品

ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
パ
ー
ト
ナ
ー
を
募
集

植
栽
や
清
掃
活
動
で
街
を
き
れ
い
に
し
ま
せ
ん
か問

市
役
所
土
木
管
理
課
維
持
補
修
担
当

☎（
２
６
０
）５
４
１
２
。

　

市
で
は
、
ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
パ

ー
ト
ナ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ア
ダ
プ

ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は「
里
親
制
度
」と
訳
さ

れ
、
道
路
や
駅
前
広
場
な
ど
の
公
共
の
場

を
養
子
に
見
立
て
、
世
話
す
る
制
度
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
や
企
業
が
花
壇
の
維
持
や

植
栽
、
清
掃
活
動
を
実
施
し
、
市
は
清
掃

用
具
の
提
供
や
傷
害
保
険
の
加
入
な
ど
で

支
援
し
ま
す
。
2
月
末
現
在
市
内
で
は
19

団
体
２
８
３
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
▼
公
共
の
場
所（
一
定
区
画
）の

清
掃
・
美
化
、
花
壇
の
世
話
、
不
法
投

棄
な
ど
の
情
報
提
供（
毎
年
活
動
報
告
書

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
）

申
し
込
み
▼
電
話
で
市
役
所
土
木
管
理
課

へ
。

※
合
意
書
の

取
り
交
わ

し
や
活
動

届
出
書
の

提
出
な
ど

が
必
要
で

す
。

第
４
回
Ｙや

ま

と

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
グ
ラ
ン
プ
リ
が
決
定

問
市
役
所
文
化
振
興
課
文
化
振
興
担
当

☎（
２
６
０
）５
２
２
２
。

　

市
民
参
加
型
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
の
祭
典

「
第
４
回
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」が
２
月
12
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
20
組
が
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
、
ロ
ッ
ク
、
ポ
ッ
プ
な
ど
熱
い
ダ
ン
ス
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

ダ
ン
ス
や
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
な

ど
各
分
野
で
活
躍
す
る
黄こ

う
て
い
せ
ん
に
ん

帝
心
仙
人
氏
な

ど
の
審
査
に
よ
り
、
各
賞
の
受
賞
グ
ル
ー

グランプリを獲得したD.D.JOYS

パートナーにより美しく維持された街角の花壇

「
明
る
い
選
挙
習
字
コ
ン
ク
ー
ル
」入
賞
作
品
が
決
定

空
母
艦
載
機
か
ら
の
部
品
落
下
と
機
種
変
更

問
市
役
所
基
地
対
策
課
基
地
対
策
担
当

☎（
２
６
０
）５
３
１
０
。

　

２
月
８
日
午
後
、
米
海
軍
の
空
母
艦
載

機
Ｅ
Ａ-
６
Ｂ
プ
ラ
ウ
ラ
ー
が
厚
木
基
地
に

着
陸
す
る
直
前
、
機
体
外
部
の
パ
ネ
ル
を

落
下
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
部
品
落
下
に
よ

り
、
基
地
北
側
に
隣
接
す
る
県
道
を
走
行

中
の
車
両
の
一
部
に
傷
が
つ
く
と
い
う
被

害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
翌
９
日
、
大
木
市
長
は

厚
木
基
地
の
ウ
ィ
ー
マ
ン
司
令
官
に
面
会

し
、
原
因
の
究
明
と
整
備
の
徹
底
お
よ
び

安
全
の
確
保
、
再
発
防
止
を
強
く
求
め
ま

し
た
。
ま
た
、
安
全
な
ど
が
確
保
さ
れ
る

ま
で
、
当
該
機
種
に
つ
い
て
飛
行
を
自
粛

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
在
日

米
海
軍
司
令
部
に
お
い
て
は
、
フ
ァ
ー
ラ

ー
副
司
令
官
に
、
外
務
省
に
お
い
て
は
、

加
藤
敏
幸
外
務
大
臣
政
務
官
に
そ
れ
ぞ
れ

面
会
し
、
同
様
の
要
請
を
し
ま
し
た
。
市

で
は
併
せ
て
防
衛
省
に
対
し
て
も
要
請
を

し
て
い
ま
す
。

　

部
品
落
下

か
ら
２
日
後

の
２
月
10
日

夜
、
米
海
軍

は
、
プ
ラ
ウ

ラ
ー
に
つ
い

て
、
安
全
に

飛
行
さ
せ

ら
れ
る
と
し

て
、
部
隊
の

米
国
へ
の
帰
国
準
備
な
ど
の
た
め
、
翌
日

の
朝
に
飛
行
を
再
開
す
る
と
発
表
。
11
日

午
前
、
プ
ラ
ウ
ラ
ー
1
機
が
厚
木
基
地
を

離
陸
し
、
午
前
中
に
着
陸
し
ま
し
た
。

　

米
海
軍
の
発
表
に
対
し
、
市
長
は
た
だ

ち
に「
こ
れ
だ
け
の
短
期
間
で
飛
行
が
再
開

さ
れ
る
の
は
、
住
民
感
情
か
ら
す
れ
ば
甚

だ
遺
憾
で
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
、
原
因
究

明
お
よ
び
そ
の
公
表
な
ら
び
に
安
全
確
保

等
を
十
分
に
図
る
よ
う
求
め
る
」と
の
コ
メ

ン
ト
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
部
品
落
下
な
ど
の
事
故
は
市

民
に
不
安
を
与
え
る
と
と
も
に
、
大
き
な

被
害
に
結
び
つ
く
お
そ
れ
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
、
整
備
の
徹
底
や
安
全
の

確
保
、
そ
し
て
再
発
の
防
止
を
求
め
て
い

き
ま
す
。

空
母
艦
載
機
の
機
種
変
更

　

部
品
落
下
に
先
立
つ
２
月
３
日
、
米
海

軍
は
、
厚
木
基
地
の
第
５
空
母
航
空
団
に

配
備
さ
れ
て
い
る
電
子
戦
機
Ｅ
Ａ-

６
Ｂ
プ

ラ
ウ
ラ
ー
の
耐
用
年
数
が
終
了
す
る
こ
と

か
ら
、
Ｆ
／
Ａ-

18
Ｆ
ス
ー
パ
ー
ホ
ー
ネ
ッ

ト
の
派
生
型
で
あ
る
電
子
戦
機
Ｅ
Ａ-

18
Ｇ

グ
ラ
ウ
ラ
ー
に
機
種
変
更
す
る
と
発
表
し

ま
し
た
。
こ
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
プ
ラ
ウ

ラ
ー
を
運
用
す
る
第
１
３
６
電
子
攻
撃
飛

行
隊
は
、
グ
ラ
ウ
ラ
ー
を
運
用
す
る
第
１

４
１
電
子
攻
撃
飛
行
隊
に
交
代
し
、
グ
ラ

ウ
ラ
ー
は
、
今
年
の
早
春
に
日
本
に
到
着

予
定
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
米
海
軍
の

発
表
を
受
け
、
市
で
は
米
軍
や
国
に
対
し
、

こ
の
機
種
変
更
に
よ
り
、
市
民
の
負
担
が

増
加
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ウ
ラ
ー
の
部
隊
は
、
部
品
落
下
を

起
こ
し
た
１
機
を
除
き
、
ア
メ
リ
カ
に
帰

国
す
る
た
め
、
２
月
14
日
早
朝
、
厚
木
基

地
を
離
陸
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
２
月
末
日
現
在
、
プ
ラ
ウ
ラ
ー

に
代
わ
る
グ
ラ
ウ
ラ
ー
の
厚
木
基
地
へ
の

飛
来
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
引
き
続
き
、
厚
木
基
地
に
か
か

わ
る
動
向

を
注
視
し

つ
つ
、
基

地
問
題
の

解
決
に
向

け
て
取
り

組
ん
で
い

き
ま
す
。

米海軍の空母艦載機EA-6Bプラウラー

米海軍の空母艦載機EA-18Gグラウラー
(在日米海軍ウェブサイトより)

　

市
は「
大
和
市
さ
く
ら
文
芸
祭
」と
し
て
、

「
絆き

ず
な

」を
テ
ー
マ
に
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
を

募
集
し
ま
し
た
。
３
部
門
で
合
計
２
４
２

点
の
力
作
が
寄
せ
ら
れ
、
部
門
ご
と
に
最

優
秀
賞
と
優
秀
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

各
部
門
の
最
優
秀
賞
作
品（
敬
称
略
）

【
短
歌
の
部
】

「
物
言
わ
ぬ　

顔
色
変
え
ぬ　

媚こ

び
ぬ
猫　

　

た
だ
触
れ
る
だ
け　

心
通
じ
る
」

湯
川
俊
輔（
相
模
原
市
南
区
）

【
俳
句
の
部
】

「
年
迎
ふ

　

火
と
灯
と
食
の　

絆
得
て
」

川
添
美
恵
子（
大
和
東
）

【
川
柳
の
部
】

「
三
世
代

　

揃そ
ろ

っ
て
彼
岸　

墓
参
り
」

井
野
き
っ
き（
柳
橋
）

「
さ
く
ら
文
芸
祭
」

の
最
優
秀
賞
な
ど

が
決
定

短
歌
、
俳
句
、
川
柳
の
各
部
門

問
市
役
所
文
化
振
興
課
文
化
振
興
担
当

☎（
２
６
０
）５
２
２
２
。

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、「
明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
会
長
賞
」に
小
菅
亜
実
さ
ん（
福
田
小
）

が
、「
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
賞
」に
大

谷
か
い
や
さ
ん（
北
大
和
小
）が
、
今
回
新

設
さ
れ
た「
教
育
委
員
会
教
育
委
員
長
賞
」

に
内
橋
舞
子
さ
ん（
南
林
間
小
）が
選
ば
れ

プ
が
決
定
。
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
3
年
連
続

で
Ｄ.

Ｄ.

Ｊジ

ョ

イ

ズ

Ｏ
Ｙ
Ｓ
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
プ
リ
▼
Ｄ.

Ｄ.

Ｊ
Ｏ
Ｙ
Ｓ

準
グ
ラ
ン
プ
リ
▼
Ｓ
☆
ｂブ

ラ

イ

ト

ｒ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ

審
査
員
特
別
賞
▼
☆
★
Ｗ
Ｋ
Ｄ
★
☆

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
優
秀
賞
17
点
、
佳

作
80
点
が
決
定
し
ま
し
た
。

※
入
賞
者
の
氏
名
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。


